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町の陶芸サークルの灯は、既に10年間の歳月燃え続け、
“創窯

おもいかま

”として知名度を上げている。
年輪を重ねるごとに会員の皆さんは腕を上げ、管内はもとより
全道展などでも入賞する作品を創作するまでになった。
このメロンとスイートコーンも初挑戦と言うが、
ご覧のとおりの出来栄えに“驚きと感動”で
波打ったことは言うまでもない
（同サークル、宮本アサエ氏の作品）
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先
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の
皆
様

の
ご
支
援
に
よ
り
町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

町
民
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
、
苫
前
町
の

新
時
代
に
向
け
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
の
地
方
分
権
は
市
町
村
が
基
礎

的
自
治
体
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
市

町
村
が
豊
か
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
北
海
道
も

国
も
繁
栄
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私
は
市
町
村
こ

そ
が
知
恵
と
工
夫
に
よ
っ
て
大
き
な
可
能
性

を
発
揮
で
き
る
「
先
端
行
政
」
の
担
い
手
に

な
る
も
の
で
あ
り
、
自
ら
考
え
、
自
ら
行
う
、

住
民
自
治
こ
そ
が
民
主
主
義
の
原
点
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

景
気
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
い
状
況
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

自
治
の
原
点
に
た
っ
て
、
住
民
主
導
で
議
論

を
し
、
苫
前
町
の
将
来
に
と
っ
て
必

要
な
も
の
は
し
っ
か
り
道
筋
を
つ
け

な
が
ら
、
町
の
個
性
を
充
分
に
生
か

し
て
、
町
民
の
皆
様
が
納
得
の
い
く

行
政
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

近
年
、
特
に
市
町
村
行
政
運
営
は

非
常
に
難
し
い
時
代
だ
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

日
本
一
の
風
力
発
電
も
出
来
ま
し

た
。
全
国
に
本
町
の
名
は
知
れ
わ
た

り
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
、
第
三
種
苫
前
漁

港
の
整
備
、
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
の
建

設
、
苫
前
厚
生
病
院
の
建
設
等
、
随
分
ま
ち

づ
く
り
も
進
み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
生
か
し

て
い
く
方
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

苫
前
町
は
将
来
展
望
の
も
て
る
可
能
性
に

満
ち
た
ま
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
の

概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
大
胆
に
脱
皮
し
て
新

し
い
行
政
手
法
で
、
将
来
的
に
町
民
の
幸
せ

を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
地
に
足

の
つ
い
た
、
し
っ
か
り
と
し
た
町
政
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

「
人
が
輝
き
、
躍
動
す
る
ま
ち
苫
前
町
」

を
め
ざ
し
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

英
知
を
結
集
し
、
発
展
の
礎
を
築
い
て
参
り

ま
す
。

町
民
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
五
月
二
十
日
を
も
ち
ま
し
て
助
役
と
し

て
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
当
町
を
取
り
ま
く
行
財
政
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
町
長
の
補
佐
役
と
し
て
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
職
責
の
重
大
さ
を
肝
に
命
じ
町
政

発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
関
係
各
位
を
は
じ
め
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
　
民
　
憲
　
章

戸
籍
の
小
箱

宮
川
温
人

は
る
と

洋
幸
／
和
子
　
４
月
17
日
　
古
丹
別

松
谷
妃
花

ひ
め
か

易
典
／
静
江
　
４
月
24
日
　
九
　
重

大
橋
葉
新

は
に
い

巧
　
／
彩
子
　
４
月
25
日
　
　
旭

野
村
心
優

み

ゆ

準
也
／
美
樹
　
５
月
７
日
　
古
丹
別

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

住
所

ご
成
長
を

お
祈
り
し
ま
す

長男長女長女長女慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

松
本
　
策
士
（
64
歳
）
４
月
20
日

古
丹
別

篠
原
　
只
雄
（
90
歳
）
４
月
21
日

古
丹
別

氏
名

年
齢

死
亡
日

住
所

横
　
井
　
祥
　
樹
（
名
寄
市
）
真
　
田
　
香
　
織
（
古
丹
別
）

桧
　
森
　
隼
　
人
（
苫
　
前
）
嶋
　
崎
　
　
　
愛
（
苫
　
前
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末

長

く
お

幸

せ

に

一
　
心
と
体
を
き
た
え
、
元
気
で
は
た
ら
き
、
活
気
あ
ふ

れ
る
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
教
養
を
た
か
め
、
視
野
を
広
げ
て
、
北
方
の
風
土
に

根
ざ
し
た
心
豊
か
な
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り

ま
す
。

一
　
き
ま
り
を
守
り
、
た
が
い
に
助
け
合
っ
て
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
未
来
を
つ
く
る
若
い
芽
を
育
て
、
希
望
に
み
ち
た
力

み
な
ぎ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
自
然
を
愛
し
、
環
境
を
と
と
の
え
、
き
れ
い
な
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す
。（

昭
和
五
十
五
年
三
月
十
五
日
制
定
）

町
長
就
任
に
あ
た
っ
て

町
長
就
任
に
あ
た
っ
て

助
役
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

苫
前
町
へ
寄
付

○
苫
　
前
　
久
保
田
　
徳
　
満
　
様

○
羽
幌
町
　
乙
　
竹
　
尚
　
之
　
様

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

○
苫

前

町

振

興

公

社

様

各
町
内
会
へ
寄
付

（
古
丹
別
町
内
会
へ
）

○
古
丹
別
　
平
　
田
　
英
　
也
　
様

ご
厚
志
に

感
謝
し
ま
す

苫前町長　森　　　利　男

苫前町助役　斉藤栄一
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五
月
九
日
、
統
一
地
方
選
挙
後
初

の
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
正
副

議
長
の
ほ
か
、
各
常
任
委
員
会
等
の

委
員
長
が
選
出
さ
れ
、
議
会
構
成
が

整
っ
た
。

同
日
十
時
か
ら
始
ま
っ
た
臨
時
会

の
冒
頭
森
利
男
新
町
長
が
「
山
積
す

る
課
題
解
決
の
た
め
、
新
た
な
る
行

政
手
法
で
乗
り
切
り
た
い
」
と
あ
い

町
議
会
正
副
議
長
、常
任
委
員
長
決
ま
る

さ
つ
を
し
、
森
町
政
の
ス
タ
ー
ト
を

き
っ
た
。

引
き
続
き
、
議
長
、
副
議
長
の
選

出
を
行
い
二
常
任
委
員
会
の
構
成
を

行
い
同
委
員
長
の
互
選
を
行
っ
た
。

（
敬
称
略
、
氏
名
掲
載
は
議
席
順
）

議
　
長
　
星
野
恭
司
（
新
）

副
議
長
　
藤
田
憲
二
（
新
）

◎
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
間
宮
英
明
（
新
）

副
　
〃
　
小
阪
伸
一

委
　
員
　
西
　
大
志
、
年
代
芳
則
、

浅
井
　
昭
、
藤
田
憲
二

◎
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
林
　
秀
行
（
再
）

副
　
〃
　
柴
田
文
夫

委
　
員
　
西
田
清
一
、
青
木
幸
隆
、

猫
島
　
優
、
阿
部
俊
一

◎
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
柴
田
文
夫
（
新
）

副
　
〃
　
小
阪
伸
一

委
　
員
　
間
宮
英
明
、
林
　
秀
行
、

藤
田
憲
二
　
　
　
　

◎
監
査
委
員

浅
井
　
昭
（
新
）

◎
留
萌
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

年
代
芳
則
（
元
）

◎
北
留
萌
消
防
組
合
議
会
議
員

西
田
清
一
（
新
）

◎
羽
幌
町
外
２
町
村
衛
生
施
設

組
合
議
会
議
員阿

部
俊
一
（
新
）

◎
議
会
報
発
行
特
別
委
員
会

委
員
長
　
阿
部
俊
一
（
新
）

副
　
〃
　
青
木
幸
隆

委
　
員
　
西
　
大
志
、
猫
島
　
優
、

藤
田
憲
二

◎
議
員
会
長

柴
田
文
夫
（
新
）

力昼小学校が国道で啓発

春の交通安全運動の期間中（５月

９日から１９日までの１０日間）の

１５日、力昼小学校（上坂勝美校

長・児童６名）では、今年も番屋の

沢付近の国道２３２号沿いの力昼駐

在所前の歩道を利用して街頭啓発を

行った。

『２つのＳで交通安全』と書いた

５メートル近い横断幕の前で、６名

の全校児童と先生とが『スピードダ

ウン』と書いた手づくりのカードを

一文字ずつ胸に掲げ交通安全を訴え

た。

児童たちは、午前１０時から約３

０分間道行く約２００台近くのドラ

イバーたちに、色付き手袋をはいて

大きく手を振り、ドライバーたちも

その訴えに気を引き締めるように応

えていた。

上
平
の
共
同
利
用
模
範
牧
場
で
、

五
月
二
十
三
日
、
牛
の
放
牧
が
始
ま

っ
た
。

緑
の
ジ
ュ
ウ
タ
ン
を
敷
き
つ
め
た

広
大
な
牧
草
地
に
約
二
百
頭
余
り
の

牛
が
放
た
れ
、
ひ
さ
し
振
り
の
放
牧

で
牛
た
ち
も
”モ
ゥ
ー
モ
ゥ
ー
”と
喜

ん
で
元
気
に
飛
び
跳
ね
、
お
い
し
そ

う
に
牧
草
を
は
ぐ
く
ん
で
い
た
。

こ
の
日
放
牧
さ
れ
た
牛
は
、
町
内

の
酪
農
家
か
ら
預
け
ら
れ
た
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
で
、
こ
の
十
四
日
に
受
け
入

れ
て
牛
舎
周
辺
で
慣
ら
し
放
牧
を
し

て
い
た
。

午
前
九
時
か
ら
一
頭
ず
つ
体
重
測

定
を
済
ま
せ
、
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
広
々
と
し
た
草
地
に
飛
び
出
し
て

行
っ
た
。
牧
場
で
は
十
月
中
旬
ま
で

放
牧
さ
れ
、
牛
た
ち
は
ま
る
ま
る
と

な
っ
て
体
重
も
百
キ
ロ
以
上
増
や
し

て
里
帰
り
す
る
。

議長／星野　恭司

副議長／藤田　憲二
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樹
齢
四
十
年
級
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

や
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
が
約
五
百

本
立
ち
並
ぶ
「
道
北
随
一
の
桜
の
名

勝
」
の
緑
ヶ
丘
公
園
で
、
五
月
十
一

日
に
「
さ
く
ら
祭
り
」
が
行
わ
れ
た
。

今
回
で
三
十
二
回
目
を
迎
え
る
同

祭
り
は
、
十
一
時
開
演
の
花
火
の
合

図
が
鳴
り
響
く
こ
ろ
に
は
家
族
連
れ

や
職
場
の
仲
間
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
が

席
を
埋
め
つ
く
し
、
約
二
千
人
の
行

楽
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

好
天
の
も
と
さ
っ
そ
く
炭
に
火
を

入
れ
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
ホ
ル
モ
ン
、

と
り
串
な
ど
を
囲
ん
で
ビ
ー
ル
や
ジ

ュ
ー
ス
と
と
も
に
満
開
の
さ
く
ら
を

満
喫
し
た
。

町長選挙及び町議会
議員選挙の候補者の
選挙運動費用

このたびの統一地方選挙で４

月２７日に執行された、町長選

挙及び町議会議員選挙における

各候補者の選挙運動費用を、法

律の規定に基づき次のとおり公

表します。

町長選挙における法定選挙運動
費用制限額

1,700,100円
福士敦朗　　 1,493,601円
森　利男　　 1,136,322円

町議会議員選挙における法定選
挙運動費用制限額

1,213,400円
近藤霊法 487,374円
間宮英明 266,602円
猫島　優　　 1,025,602円
阿部俊一 304,897円
星野恭司 285,516円
青木幸隆 504,006円
藤田憲二 323,350円
西　大志 330,045円
林　秀行 216,075円
小松谷悟 315,650円
西田清一 225,000円
小阪伸一 815,814円
年代芳則 141,228円
浅井　昭 411,259円
柴田文夫 366,931円

苫前町選挙管理委員会

本
年
四
月
末
を
も
っ
て
町
長
の
職

を
勇
退
さ
れ
た
久
保
田
徳
満
氏
＝
苫

前
＝
が
町
を
訪
れ
五
百
万
円
の
寄
付

を
行
っ
た
。

五
月
十
三
日
午
前
十
一
時
、
町
長

室
を
訪
れ
た
久
保
田
氏
は
「
長
い
間

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
苫
前
町
振
興
公
社
の
運
営
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
寄
付
の
趣

旨
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
五
百
万
円

の
現
金
を
森
町
長
に
手
渡
し
た
。

森
町
長
は
「
大
変
あ
り
が
た
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
前
町
長
の
意
思

に
添
う
よ
う
、
町
振
興
公
社
の
経
営

健
全
化
資
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

苫
前
町
振
興
公
社
に
役
立
て
て 

緑ヶ丘公園「さくら祭り」

ま
つ
り
で
の
催
し
で
は
、

プ
ロ
歌
手
に
よ
る
歌
謡
シ

ョ
ー
、
子
ど
も
舞
踊
、
苫

前
鱗
萃
会
に
よ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、

カ
ラ
オ
ケ
、
特
設
無
線
局

の
ほ
か
、
そ
ば
や
お
で
ん
、

タ
コ
焼
き
な
ど
が
出
店
を

連
ね
ま
つ
り
ム
ー
ド
を
一

層
盛
り
上
げ
た
。

今
年
も
鱗
萃
会
に
よ
る

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ

ン
の
演
舞
が
華
を
添
え
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
沸
き
上
が
っ
て
い
た
。

ま
た
、
公
園
下
の
花
井

商
店
横
の
広
場
で
は
町
花

木
会
に
よ
る
緑
花
木
や
盆

栽
、
苗
木
な
ど
を
即
売
し

て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

た
。

今年も苫前鱗萃会のよさこいでにぎわった

満
開
の
桜
の
下
で
、
行
楽
客
が
席
を
埋
め
つ
く
し
、
催
し
に

拍
手
が
絶
え
な
か
っ
た
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五
月
十
八
日
午
前
十
時
、
平
成
十

五
年
度
の
苫
前
町
消
防
団
（
小
倉
哲

志
団
長
）
の
春
の
総
合
演
習
が
、
苫

前
町
役
場
駐
車
場
に
お
い
て
屋
外
式

が
執
り
行
な
わ
れ
た
。
な
お
、
今
年

は
北
留
萌
消
防
組
合
設
立
三
十
周
年

を
記
念
し
て
の
演
習
と
な
っ
た
。

札幌国税局では、税務職員を募集しています。（採
用後税務第学校普通科へ入校）
人事院が実施する国家公務員採用Ⅲ種試験（税務）

の最終合格者の中から採用されますが、採用試験の概
要は次のとおりです。
▽受験資格
昭和５８年４月２日から昭和６１年４月１日までに

生まれた方。
▽試験の程度
高等学校卒業程度
▽受験申込受付期間
７月１日（火）から７月８日（火）までの間
▽受験申込先

人事院北海道事務局　（060-0042 札幌市中央
区大通西１２丁目）
▽第一次試験
９月７日（日）（教養試験・適正試験・作文試験）
▽第一次合格者発表
１０月１０日（金）
▽第二次試験
１０月１６日（木）から１０月２３日（木）まで

の間の指定する１日（人物試験及び身体検査）
▽最終合格発表
１１月１３日（木）
申込用紙の請求など詳しいことは、留萌税務署

（�0164-42-0661）の総務課までお尋ねください。

町内古丹別に住む只石薫さん（81）

が、川辺の流木を利用して製作した

お盆３０枚を町に寄贈した。

５月１４日午前１０時、町長室を

訪れた只石さんは「８０の手習いで

冬の間趣味でつくったお盆ですが、

ぜひ使ってみてください」と森町長

に手渡した。

お盆の材質はたもや白樺、しころ

などで、直径約２０～３０㌢、深さ

が３～４㌢の円形のもので、春から

夏にかけて素材となる流木を見つけ

て乾燥させ、冬に専用の機械にかけ

てのみを当て製作している。近所の

知り合いなどにも分けており、大変

喜ばれているという。

お盆を手にして森町長は「どうも

ありがとうございます。大変立派な

できばえですね。手に温もりを感じ

ます。これからも長生きをしてがん

ばってください」とお礼を述べた。

８０の手習い、流木を
利用してお盆を製作 北

留
萌
消
防
組
合
苫
前
消
防
団
で
春
の
総
合
演
習

式
に
は
約
四
十
名
の
来
賓
が
参
列
、

古
丹
別
、
苫
前
、
力
昼
の
各
分
団
か

ら
総
勢
五
十
九
名
の
団
員
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
。
閲
団
な
ど
に
引
き
続

い
て
訓
練
礼
式
、
ポ
ン
プ
操
法
な
ど

が
行
わ
れ
、
歯
切
れ
の
良
い
号
令
が

会
場
内
に
響
き
わ
た
っ
た
。

演
習
の
締
め
く
く
り
と
な
る
模
擬

火
災
訓
練
で
は
、
郷
土
資
料
館
南
側

か
ら
出
火
し
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、

実
践
さ
な
が
ら
の
訓
練
に
町
民
の
目

に
も
緊
張
感
が
漂
っ
た
。

引
き
続
い
て
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

執
り
行
わ
れ
た
屋
内
式
で
森
町
長
は

「
住
民
の
尊
い
生
命
、貴
重
な
財
産
を

火
災
か
ら
守
る
た
め
、
さ
ら
に
必
要

設
備
は
計
画
的
に
整
備
を
進
め
、
無

災
害
の
ま
ち
づ
く
り
に
万
全
を
期
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
来
賓
ら
と
と

も
に
災
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
誓

い
合
っ
た
。

税務職員（税務大学校生）募集

消防車両などの点検に立ち会う森町長ら

実践さながらの模擬火災訓練の様子。場所は郷土資料館
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す
た
め
に
は
手
術
で
病
巣
を
除
去
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
早
い
う
ち
に

発
見
す
る
ほ
ど
、
完
全
に
治
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
検
診
を
受
診
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
予
防
方
法
は
？
〉

①
　
外
出
の
後
は
必
ず
手
を
よ
く

洗
う
。

②
　
野
性
の
果
実
や
山
菜
は
よ
く

洗
う
か
、
十
分
熱
を
加
え
て
か

ら
食
べ
る
（
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス

の
卵
は
熱
に
弱
い
）。

〈
ど
の
よ
う
な
病
気
？
〉

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
と
い
う
寄
生
虫

が
肝
臓
に
寄
生
し
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
病
気
で
す
。

感
染
し
て
も
自
覚
症
状
は
す
ぐ
に

現
わ
れ
ず
、
数
年
か
ら
数
十
年
間
の

潜
伏
期
間
が
あ
り
ま
す
。
進
行
期
に

入
る
と
上
腹
部
の
不
快
感
・
膨
満
感

な
ど
が
、
さ
ら
に
進
行
す
る
と
肝
臓

機
能
障
害
（
疲
労
感
・
黄
疸
・
腹
水

な
ど
）
も
現
れ
、
致
命
傷
に
至
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

〈
感
染
サ
イ
ク
ル
は
？
〉

人
間
へ
の
感
染
は
、
エ
キ
ノ
コ
ッ

ク
ス
の
卵
が
口
に
入
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
起
こ
り
ま
す
。
エ
キ
ノ
コ
ッ

ク
ス
が
寄
生
し
た
キ
ツ
ネ
や
、
そ
の

ふ
ん
に
触
れ
る
こ
と
、
ふ
ん
に
汚
染

さ
れ
た
山
菜
や
沢
水
を
口
に
す
る
こ

と
は
感
染
の
危
険
と
な
り
ま
す
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
が
寄
生
し
た
ネ

ズ
ミ
を
キ
ツ
ネ
が
食
べ
る
の
と
同
様

に
、
犬
も
ネ
ズ
ミ
を
食
べ
る
と
エ
キ

ノ
コ
ッ
ク
ス
が
寄
生
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

〈
治
療
方
法
は
？
〉

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
を
完
全
に
治

③
　
沢
水
や
小
川
の
水
な
ど
生
水

は
飲
ま
な
い
。

④
　
キ
ツ
ネ
の
餌
に
な
る
よ
う
な

生
ご
み
は
き
ち
ん
と
処
理
す
る
。

⑤
　
犬
の
飼
い
方
に
も
注
意
す
る
。

・
犬
を
キ
ツ
ネ
に
近
づ
け
な
い
。

・
犬
が
ネ
ズ
ミ
を
食
べ
な
い
よ

う
に
放
し
飼
い
を
避
け
る
。

・
犬
に
触
れ
た
後
に
は
手
を
洗

う
。

※
　
今
年
度
の
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス

症
検
診
は
、
九
月
四
日
〜
七
日

の
総
合
検
診
と
同
時
に
実
施
し

ま
す
。
対
象
地
区
は
豊
浦
、
興

津
、
昭
和
地
区
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
回
覧
に
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

健

康

ば

ん

ざ

い

「
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
」
に
つ
い
て

今
月
の
担
当
は
桧
森
保
健
師
で
す
。
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

※高額療養費の支給の対象にはなりません。
（世帯の所得が一定基準以下の方含む）

国
保
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
病
院
な
ど
に
入
院
し
た
と
き
に

か
か
る
食
事
代
が
、
一
部
患
者
負

担
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
。

Ａ
　
入
院
中
の
食
事
代
に
つ
い
て
は

診
療
な
ど
の
医
療
費
に
係
る
一
部

負
担
金
（
国
保
加
入
者→

三
割
ま

た
は
三
歳
未
満
の
乳
幼
児→

二
割
、

七
十
歳
以
上
の
一
般
の
方→

一
割
、

七
十
歳
以
上
の
一
定
以
上
所
得
者
　

→
二
割
）
と
は
別
に
、
左
表
の
負

担
金
を
入
院
時
食
事
療
養
費
と
し

て
病
院
な
ど
に
支
払
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

該
当
す
る
場
合
は
、
苫
前
町
国
保

（
老
健
該
当
者→

苫
前
町
）
の
発

行
す
る
「
減
額
認
定
証
」
を
保
険

証
な
ど
に
添
え
て
病
院
な
ど
の
窓

口
に
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
の
減
額
認
定
証
の
交
付
申
請

は
、
印
鑑
・
保
険
証
な
ど
を
持
参

の
う
え
役
場
町
民
課
ま
た
は
古
丹

別
支
所
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ

て
下
さ
い
。（
認
定
証
の
有
効
期
間

の
始
期
の
関
係
上
、
入
院
し
た
日

の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
に
申
請

し
て
下
さ
い
。）

ま
た
、
こ
の
証
の
有
効
期
限
は

申
請
が
あ
っ
た
月
の
属
す
る
年
の

翌
年
の
七
月
末
日
（
一
月
か
ら
七

月
ま
で
に
交
付
を
受
け
た
場
合
は

そ
の
年
の
七
月
末
日
）
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
す
で
に
認
定
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
引
き
続

き
入
院
さ
れ
て
い
る
方
は
、
至
急

交
付
申
請
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

★入院時食事療養費の自己負担（１日あたり）

※高額療養費の支給の対象にはなりません。

●住民税非課税世帯等の方の減額認定制度
住民税非課税世帯等の方は、入院時食事療養費の自

己負担額が次のように軽減されます。

★住民税非課税世帯等の方の自己負担（１日あたり）

一般加入者 780円

住民税
非課税
世帯等

９０日までの入院 650円

９０日を超える入院
（過去１２か月の入院日数）

住民税非課税世帯等で老齢福祉年金受給者

500円

300円

新規学校卒業者に対する求人申込の受付が、次のとお
り開始されます。新規学校卒業者の採用を予定している
事業主の皆さんは、お早目に申込をお願い申し上げます。
なお、採用にあたりましては、本人の適性、能力等を
中心とした公平・公正な選考がなされますよう、また、
障害者に対しましても格別の考慮がなされますようご配
慮をお願いいたします。

記
１　新規中学校卒業者に係る推薦及び選考開始期日等
(1) 求人申込の受理開始　　　　　　 ６月２０日
(2) 求人者に対する求人票控えの交付　７月１日以降
(3) 他安定所への求人連絡　　　　　　７月１日以降
(4) 推薦・選考開始　　　　　　　　１２月１日

２　新規高等学校卒業者に係る推薦及び選考開始期日等
(1) 求人申込の受理開始　　　　　　　６月２０日
(2) 求人者に対する求人票控えの交付　７月１日以降
(3) 安定所受理の求人の学校への提示　７月１日以降
(4) 他安定所への求人連絡　　　　　　７月１日以降

(5) 推薦開始　　　　　　　９月５日
(6) 選考開始　　　　　　　９月１６日
(7) 採用内定開始　選考開始と同日以降
３　求人活動のための学校訪問開始期日
安定所において確認済みの求人票により学校に求人
申込みを行った日以降（７月１日以降）、学校の事前の
了承の下に行うことができる。
４　就業開始日
(1)新規中学校卒業者の就業開始（実習・研修等を含
む。）時期は、労働基準法第５６条の規定により平
成１６年４月１日以降とすること。

(2)新規高等学校卒業者の就業開始時期については卒
業後とすること。

５　選考結果の通知
選考後は、採用内定取消しが生じないよう十分配慮
しつつ、できる限り速やかに採否を決定し、選考を受
けた生徒に通知すること。

留萌公共職業安定所

新規学校卒業者を対象とする求人申込はお早目に



広報とままえ　６月号　 8頁

教育委員会では年間を通して初心者向けにパソコン教室を開催しています。
６月と７月開催の日程とコースは下記のとおりとなっています。

どちらも定員15名、先着順となっております。興味のある方は是非参加してください。
お問い合せ　苫前町公民館　5-4076

チャレンジデー2003 哲多町に敗れる

苫前町 VS1,480
4,398

と　き　６月17日（火）・19日（木）
24日（火）・26日（木）

じかん　19：00～21：00
ところ　苫前小学校パソコン室

○Word（ワープロ）基本コース

６月22日（日）に小平町で開催され、苫前町
代表選手の活躍が期待されます。
開催地が近いので応援に出かけませんか。

競技種目：ソフトボール・バレーボール
バドミントン・硬式テニス
ミニバレー・パークゴルフ
ゲートボール

がんばれ苫前町！！

６月22日（日）に小平町で開催され、苫前町
代表選手の活躍が期待されます。
開催地が近いので応援に出かけませんか。

競技種目：ソフトボール・バレーボール
バドミントン・硬式テニス
ミニバレー・パークゴルフ
ゲートボール

がんばれ苫前町！！

苫前町で今回初の試みとなったチャレンジデー2003、皆様のご協力をいただきまして、無事終
了することができました。
結果は、苫前町の参加率が33.7％、哲多町の参加率が82.0％で、哲多町の勝利となりました。
勝利した対戦自治体の哲多町へ敬意を表し、１週間役場庁舎のメインポールに哲多町の町旗を掲げ、
チャレンジデー2003の幕を閉じました。
なお、参加報告時に回答いただいたアンケートの結果、参加者の73％が普段から運動している
ことが分かりました。参加者の皆様ご協力ありがとうございました。

第３回留萌管内スポーツフェスタ夏季大会
「とまネット」では、スポーツを通じて環境づく
りや、サポート役に取り組む会員を募集してい
ます。

対　象：年齢、性別は問いません
その他：保険については、各自で必ず加入して　

ください。
申込先：苫前町スポーツセンター　5-4515

～スポーツボランティアの募集～

と　き　７月８日（火）・９日（水）
10日（木）・11日（金）

じかん　19：00～21：00
ところ　苫前小学校パソコン室

○Excel（表計算）基本コース

参加率

チャレンジデー2003 哲多町に敗れる

○平成15年度より社会教育課のＨＰ（ホームページ）に、事業予定表を掲載していますので、是
非ご活用下さい。
○このＨＰからは公民館の仮予約をすることもできますので、貸館状況を確認して申込み下さい。
○予約があった場合は、申込者・会議名等の表示はせずに「予約済み」と表示いたしますので、お
気軽にお申し込み下さい。

□お問い合わせ・ご相談～○公民館　5-4076 ○スポーツセンター　5-4515
e-mail  tph@jasmine.ocn.ne.jp

ＨＰアドレス　http://www1.ocn.ne.jp/̃tomamae/

社会教育課からのお知らせ

哲多町 3,313
4,041

てっ た
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北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９

町
税
の
納
期

今
月
は

道
・
町
民
税
（
第
一
期
）

の
納
入
月
で
す
。

納
期
内
納
入
に

ご
協
力
願
い
ま
す
。

6月風力発電の売電状況
（町営分）

15年の実績（１月～４月分）
１５，８４７，３７１円

平成15年４月分の実績
・供給電力量
２８９，３８０ｋＷｈ
３，６３０，９９５円

（設備利用率１７．６８％）

みなさん、各種試験・講習があるのをご存じですか？消防では次の試験、講習の願書等を
備え付けておりますので、受験または受講される方はお気軽にお問い合わせください。

事業所等で危険物の取扱いに従事される方は危
険物取扱者免状が必要です。甲種・乙種・丙種の
３種類があり、乙種・丙種は受験資格の制限があ
りません。

危険物取扱者試験

※この他にも今年から一定の建物（旅館・飲食店等）に必要な点検資格者の講習などもありますので、
詳しくは下記支署までご相談ください。

消防設備士は、事業所などに設置されている消防用設備等
（消火器、自動火災報知設備など）の工事、整備及び点検が
でき、甲種と乙種の免状があります。甲種は、工事、整備及
び点検ができ、乙種は、整備及び点検ができます。

消防設備士試験

石油燃焼機器（ストーブ、ファンヒータ
ー、ＦＦ式、給湯機、ボイラーなど）の点
検整備（設置・販売）業務に従事し、また
は行おうとする方の講習です。

石油機器技術管理士講習

危険物取扱者免状の交付を受けている者のうち、現に危険物製造
所等において、危険物の取扱い作業に従事している方が対象です。
今年は平成13年4月1日以前に免状の交付または講習を受けた方、
これまで一度も保安講習を受講されていない方が対象となります。

危険物取扱者保安講習

◎不明な点がございましたら、町民課内在宅介護支援センター（�4-2211内線273）へお気軽にご照会願います。

介護保険制度では65歳以上になると原因を問わずにサービスを受けることができます。
（40歳～64歳の方は、老化に起因する特定疾病により介護が必要になった場合）

※介護保険のサービスを受けるには、要介護認定が必要です。

介護保険で在宅で利用できるサービスは？

訪問介護（ホームヘルパー）
ホームヘルパーが家庭を訪問して、介護
や家事などの身の回りの援助をします。

通所介護（デイサービス）
デイサービスなどにおいて、入浴、食事
の提供、機能訓練などのサービスを日帰り
で受けられます。

短期入所生活介護（ショートステイ）
介護老人福祉施設などの福祉施設に短期
入所し、日常生活の介護や機能訓練が受け
られます。

居宅療養管理指導
医師や歯科医、薬剤師な
どが家庭を訪問し、療養上
の管理、指導を行います。

訪問看護
看護師や保健師などが家
庭を訪問し、介護の支援を
します。

福祉用具の貸与
車イスやベッドなどの福
祉用具の貸し出しをします。

福祉用具購入費の支給
排せつや入浴に使われる

用具の購入費（１年間につ
き10万円を上限）を支給
します。

住宅改修費の支給
家庭での手すりの取り付

けや段差の解消などの、小
規模な改修費用（改修時に
住んでいる住居で、20万円
を上限）を支給します。

苫前町の交通事故情報
平成15年４月末現在

発生件数　死者数　負傷者数

５件 ０人　　 ８人

交通事故死ゼロ日数は

４月30日現在で347日
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明治20年代の後半から未開の原野に新転
地を求め入植者が相次ぎ、当町の山間地の
開拓が始まった。当時の入植者の生活は貧
しく、うっそうとした立木を倒し岩石を取
り除く作業は想像を絶するものであった。
大正4年12月9日、六線沢（現在の三渓
地区）に一頭の巨大なヒグマが突如として
出現、7名の尊い命が奪われる大惨事が起
きた。このことは世界獣害史上かつて類の
ないヒグマ騒動として今も語り継がれてい
る。
それから70有余年たった平成２年、「先
人の魂を後世に伝えよう」と地元住民を中
心に関係者らで現地に事件当時の住居を復
元した。また昨年9月14日には88回忌とな
る追悼法要が営まれ犠牲者の霊を偲んだ。
この惨事が小説や映画化されたことで復
元住居には道内外からの来訪者が絶えず、
備え付けの記帳には心打たれる感想が多数
つづられており、今後このコーナーでその
一部を紹介することとしました。
ぜひご一読ください。

（イメージアップ苫前推進協議会）

・小さいときからこの事件のことは知って
いました。今日初めて訪問。当時の苦労を
想像しています。大変な時代でしたね。

合　掌　14.5.20 美唄市　老夫婦

・母の生まれたこの地に一度来たかった。
この地で母をなつかしく思うことが出来て
感謝です。久々に我が家に来ました。なつ
かしいです。ここでうちの祖先が殺された
と思うと悲しいです。

14.5.26 石狩市　女性

・キャンプ場の苫前から自転車で来まし
た。前日はパンフレットの郷土資料館を見
学してきたので、実際に現地に行って見る
ことにしました。片道３０キロ、天気が良
いのでサイクリングには丁度良い距離で
す。（でも４００m手前からダートになって
いたのでちょっとビックリ）現地へ入るの
をためらいましたが、５年前初めて北海道
を訪れて、この事件を知ったのですが、そ
の時は時間がなくてここまで来ることが出
来なかった。ず～っと気になっていた事な
ので、ここへ来て良かったと思います。

14.7.3 埼玉県から

道では、（社）北海道

獣医師会や動物園など

と協力をして、ケガを

した野性鳥獣の保護を

進めています。

特に５、６月は野性

鳥獣の子育て時期のた

め、ヒナや幼獣が保護

されるケースがでてく

ることから、「野性鳥

獣の赤ちゃんを拾わな

いで」啓発の重点期間

としました。

野性鳥獣のヒナや幼

獣を見つけても保護せ

ず、そのままにしてお

いてください。なぜな

ら、ヒナや幼獣は、親

から飛び方やエサのと

り方など自然界で生き

ていく方法を学んでい

ます。人が親代わりに

なることは難しく、成

長後に野性へ戻すのは

困難です。

また、親の姿が見え

なくてもヒナや幼獣の

そばにいる可能性があ

ります。人がいると近

づけず、親は子を守ろ

うと人を攻撃してくる

こともあります。

よって、ヒナや幼獣

を見つけたら、拾わず、

そっとそばから離れて

ください。

～感想記帳拾い読み～その一

せき～その１
原因があって、体が反応して出てくる
症状です。幸い、せきの出る怖い病気は、
そうめったにありません。しかし、重い
病気でなくとも、実際にせきをして苦し
そうな子供を見ると心配になることが多
いと思います。
「せき」はどんなせきでも同じではな
く、その原因が「どこ」にあるかによっ
て性質がかなり違います。ここではせき
の起こる場所を「鼻」「のど」「気管支・
肺」にわけて考えてみます。小児のせき
のうち原因として多いのは、意外に感じ
るかもしれませんが、圧倒的に「鼻」で
す。一見のどから離れているように感じ
ますが、鼻汁がのどに落ちてせきを生じ
ます。痰（たん）がからんだようなせき

で、激しくなると吐きそうな感じになり
ますが、この種類のせきに怖い病気が隠
れていることはまずありません。ただ、
なかなか治りにくくやっかいであること、
鼻の症状がそのまま進むと中耳炎などの
耳の病気が起こりやすくなる、というこ
とに気をつけなければいけません。
せきが出たときご家族でできる簡単な
対処方についてご紹介します。まずは、
体の姿勢を変えること、体を少し起こす
と楽になることがあります。つぎに「蒸
気」を吸わせることです。蒸気は空気の
通り道にこびりついた痰などをやわらげ、
せきを楽にする効果があります。次回以
降で「のど」「気管支・肺」について触れ
ます。

北海道立羽幌病院

野性鳥獣の赤ち
ゃん、絶対に拾
わないで！
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あなたの家に旧軍用けん銃や違法な古式銃は
ありませんか？

違法銃器の一掃
けん銃のない安全な社会をめざして！

国民年金は、老後の備えとしてだけではなく、

障害や死亡といった万が一のための備えにもな

ります。しかし、保険料の未納期間がある方は、

それらの給付が受けられない場合があります。

そこで、国民年金の制度を理解していただき、

このような事態を防ぐため、国民年についての

納付相談を行います。

保険料の納付方法、免除申請に関することな

ど様々な相談に応じますので、ぜひお立ち寄り

ください。

日　時：平成15年6月30日（月）

午前11時から午後4時まで

7月1日（火）

午前9時から午後3時まで

場　所：苫前町福祉センター　２階研修室

北海道社会保険事務局留萌事務所

国民年金業務課

国民年金納付相談所開設の
お知らせ

近年、全国的に第三者により、本人の知らない間に婚姻
等の届出が出されるという虚偽の戸籍届出事件が発生して
おり、被害者やその家族に大きな精神的苦痛を与えるとと
もに、戸籍に対する信頼性をも損なわれかねない事例が生じ
ております。
そこで、苫前町では、戸籍制度に対する信頼性を確保す
るため、戸籍の届出（婚姻届、離婚届、養子縁組届、養子
離縁届）を持参した全ての方に身分証明書などの提示を含
め、本人確認を行うこととしました。
皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
身分証明書とは、運転免許証やパスポートなど写真が貼
付されている官公署発行の身分証明書となります。
なお、身分証明書をお持ちでない方も届出はできますが、
本人の確認ができなかった届出人に対し、届出があったこ
とを郵便でお知らせいたします。
ご不明な点がございましたら、役場町民課住民係までご
連絡ください。

平成１５年６月１日から

婚姻や養子縁組などの戸籍届出の
際には本人確認を行います。

留萌支庁では、とりわけ男性の理解と行動が必要である

と考え、平成14年度～15年度の独自の取り組みとして『男

のジェンダーフリー事業』を展開しています。

今年度は、男女平等への行動が地域に根付き、育って行

くような「仲間づくり」に取り組んでいこうと、このたび”

おっとこ隊員”なるものを募集することにいたしました。

【おっとこ隊員！？】

男の、夫の、男女平等への実践行動のアカシとして、手

始めに

①　自ら炊事・洗濯をする。

②　あなたのお子さまにも勧める。

③　気の合うお友達にも勧めたり、

男女平等の関連事業に足を運ん

でみる。

《参加資格》

・留萌支庁管内の男性（年齢制限はありません。）

氏名、住所、電話番号、年齢、職業をお聞きします。

《募集期間及び募集人員》

・平成15年6月1日から7月31日まで

・募集人員の制限はありません。

興味のお持ちの方や、募集くださる方、何かご不明の点

がある方は、次にお問い合わせください。

○募集・問い合わせ先

留萌支庁地域政策部環境生活課　担当：小林、蔵根

〒077-8585 留萌市住之江町2丁目1-2

�0164-42-1511（内線2967～2968）�0164-42-4650

ただ今、おっとこ隊員を募集中！

旧軍用けん銃は、形見や遺品で

あっても所持することはできません。

また、古式銃（火なわ銃・ピン打ち銃・

管打ち銃等）でも、現代実包を発射するこ

とができるものは所持することができません。

発見した場合は速やかに最寄りの警察に届けてくだ

さい。もし、そのままにしておくと犯罪に使用された

り、子供達がもてあそんで事件・事故につながるおそ

れがあり、大変危険です。

ご存じですか、自首減免制度
●隠していた拳銃を処分したい

●中身を知らずに預かった荷物の中からけん銃を

発見した

正当な理由なくけん銃を譲り受けたり所持したりす

れば犯罪ですが、自発的に捜査機関へけん銃を提出し

て申告した場合は、罪が軽減または免除されます。

けん銃情報をお寄せください
●けん銃を見た

●けん銃を持っている人を知っている

●インターネット等でけん銃や弾が売買されている

など、けん銃等に関する情報や相談は、どんなささ

いなことでも最寄りの警察署や交番、またはけん銃１

１０番（０１１）２３３-７９１０
な く せ じ ゅ う

にご連絡ください。
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編
集
雑
記
帳

人 の う ご き

◎人口／４，３８１人　（＋１１）
男／２，０７２人　（＋　７）
女／２，３０９人　（＋　４）

◎世帯／１，７９４世帯（＋　９）

４月３０日現在（ ）内前月比

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
の
保
育

所
（
園
）
・
小
・
中
学
校
・
高
校
の

園
児
や
児
童
生
徒
の
作
品
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
作
品
を
紹
介
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

七
月
号
は
古
丹
別
小
学
校
の
児
童

の
み
な
さ
ん
で
す
。

苫前保育園の園児の作品

「さくら」

・さくらの花がきれい
にできました。

黄組　４歳

きはらしおねちゃん

「おともだちとあそんでいる私」

・スカートが上手にか
けました。

青組　４歳

かわむらまいちゃん

「おともだちとあそんでいる私」

・髪の毛を上手にかけ
ました。

藤組　５歳

なりかわかすみちゃん

「母の日のプレゼント」

・お花をきってはる
のが上手にできまし
た。

青組　４歳

しみずゆきなちゃん

「母の日のプレゼント」

・さくらをはるのが
上手にできました。

藤組　５歳

たなかりょうたくん

「てんとう虫さんのさんぽ」

・園庭に遊びに来たてんと
う虫さんを見て作りました。
トコ・トコ・トコ、グルグルグルとた
くさんお話しながら仕上げました。

赤組　２歳

いしいすずなちゃん

・おかあさんの顔が上手にかけま
した。

青組　４歳

のざわりゅうへいくん

「おかあさんの顔」

・めがねが上手にかけました。

藤組　５歳

たかだりほちゃん

「おかあさんの顔」


